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№ 31

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28　１．チャイム

　12：30　２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱……日も風も星も

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　12：45　７．会長挨拶並びに会長報告

	 ８．米山奨学生挨拶……ネ・イー 様

	 ９．幹事報告

	 10．出席報告

	 11．委員会報告

	 12．ニコニコボックス報告

	 13．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（４／４）……

	 　　新入会員アワー　　　大参　富昭 会員

	 　　地区出向者アワー　　久米　博明 会員

	 　（４／ 11）……

	 　　卓話

	 　　講師　日本室内楽アカデミー理事長

	 　　　　　ピアニスト　佐々木　伃利子 様

	 　　　　　　　（紹介者　橘　　典子 会員）

　13：00　14．本日のプログラム

	 　　新入会員アワー

	 　　　浅
あさ

井
い

　裕
ひろ

章
あき

会員

	 　　青少年交換学生帰国報告

	 　　　野
の

村
むら

早
さ

季
き

子
こ

様

	 15．謝　辞

	 16．点　鐘……〈会　長〉

	 17．閉会宣言

　13：30	 18．散　会

ビ ジ タ ー

杉浦　知博 様（知立RC）

ゲ ス ト

米山奨学生　　ネ・イー 様

出 席

会員総数　88名　　出席免除　24名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　83名

欠席　６名　　出席率 91.57％

前々回（３／７）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）３月18日に刈谷市国際交流協会役員・幹事会に出

席してまいりました。

２）３月18日に刈谷市観光協会理事会に出席してまい

りました。

３）３月25日に社会福祉協議会理事会に出席してまい

りました。

幹 事 報 告

１）４月のロータリーレートは１ドル80円です。よろ

しくお願いします。

２）本日例会終了後、理事会を開催致します。関係の

皆様よろしくお願いします。

３）本日第１次物資支援に関する支援の資料を入れさ

せていただきました。社会奉仕委員会及び私幹事の

方で実行させていただきます。よろしくお願い致し

ます。

第2712回例会プログラム

［当年度＝31回目；当月＝４週目］

2011年（平成23年）3月28日㈪

創立　1954年３月８日

承認　1954年３月30日

例 会 日 時　毎週月曜日

　　　　　　12：30 ～ 13：30

例 会 場　刈谷市新栄町３の26

　　　　　　　刈谷商工会議所内

事 務 所　TEL〈0566〉22-2111

　　　　　　FAX〈0566〉25-2111

メ ー ル　kariyarc@katch.ne.jp

ホームページ　http://www.kariya-rotary.com

会 長　太 　 田 　 宗 一 郎

幹 事　杉 浦 文 雄

会報委員長　小 川 耕 示

2010 ～ 2011年度　国際ロータリー　Ray Klinginsmith（レイ・クリンギンスミス）会長テーマ

Building Communities Bridging Continents　地域を育み、大陸をつなぐ



（�）

④３月24日再度臨時理事会を開催致しました。

１、�一連の情報収集を理事会メンバーにご報告申し上

げました。

２、�地区に対する募金はメンバー一人10,000円とし、

不足分をニコボックスより補填し、総額100万円

として３月29日に振り込みます。

３、�刈谷ロータリークラブ特別積立金より500万円を

一般会計の社会奉仕委員会に東北関東地方の地震

対策費としていれ、今後の刈谷市及び地区等の義

援金、支援活動に速やかに対応できる資金として

準備することを決めました。

４、�また、理事会メンバーにて被災地の情報に詳しい

メンバーより現状報告をいただき、今、刈谷ロー

タリークラブとして何が出来るのか検討を致しま

した。

　このたびの大震災のあまりにも広範囲にわたる甚大な

被害に対して会員皆様の大変貴重な浄財の特別積立金を

これからの支援対策費として500万円取り崩させていた

だきますが、ご理解をよろしくお願い致します。

　今後もメンバーそれぞれの企業も含め、大変であると

思いますが、この非常時に刈谷ロータリークラブとして

何が出来るか、ご意見等をよろしくお願い致します。そ

して、会員の皆様には大変なご苦労をおかけ致しますが、

何分にも明治維新以来始めての大災害ですのでよろしく

ご理解を願い致します。

米山奨学生あいさつ

ネ・イー 様

新入会員アワー

「企業の社会貢献について」
浅井　裕章 会員

・�昨年７月に入会させていただき、

８ヵ月が過ぎようとしております

が、まだまだ右も左もわからずご

迷惑をおかけしております。

・そもそも、当クラブに入会させて

　いただいた契機の一つに、弊社の

会 長 あ い さ つ

東北関東大震災
太田宗一郎

　去る３月11日の金曜日に東北沖を

震源とするマグニチュード9.00とい

う途方も無く大きな地震が発生しま

した。そして実際に大津波が発生し、

その大津波により多くの市町村が破

壊され、なおかつ多くの人命が大津

波によって失われました。すでに死

亡者、行方不明者の数が２万人を越えております。

　震災にあわれました方々にお見舞い申し上げるととも

に、お亡くなりになられた方々に対して哀悼の意を表し

たいと思います。

　前回の３月14日の例会後から現在までの経過報告をさ

せていただき、会長挨拶に代えさせていただきます。

①３月14日例会にて前田会員卓話時において

１、義援金拠出の件　

１、地区に対する働きかけ

１、�インフラが整備され次第、具体的な支援行動を起

こす件

　が会長及び理事会に対してご提案がございました。

②�３月14日午後１時40分より臨時理事会を開催致しまし

た。

１、�当日、地区田嶋ガバナーより義捐金に関するお願

いが３月29日期限で依頼された件について検討致

しました。

２、�理事会の意見交換では刈谷ロータリークラブ特別

積立金の一部500万円を暫定的に取り崩す。

３、�メンバーへの募金活動の金額及び方法についての

意見交換。3000円～ 10,000円のご寄付とし近隣

ロータリーとの調整・情報収集を行うことと致し

ました。

４、�具体的な支援行動については、会長・幹事及び社

会奉仕委員会で状況の把握を努め、刈谷ロータ

リークラブの方向性を早急に提示できるようにす

ることを決めました。

③�３月17日会長・副会長・幹事が事務局にて打合せを行

いました。

１、�臨時理事会の意見を踏まえ、野村パストガバナー

から田嶋ガバナーへの直接的なお考えの情報収集。

２、�会長・副会長による刈谷ロータリークラブ諸先輩

へのご意見の聴取。

３、�刈谷市、他ロータリークラブ等の情報収集を行い

ました。

４、�メンバー企業等の地震影響の把握を行いました。

営業所の機能停止や材料が止まったための業務の

影響が多々ございました。これにより４月４日の

花見家族例会の延期も提案することとなりました。
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中で社会貢献を担当しており、「奉仕の精神」で共通

する立場なのではということがありました。

・本日は、表題のように「弊社の社会貢献」の取り組み

について少しお話したいと思います。

１．基本理念

　　「社会貢献」……各国、各地域の文化や慣習を尊重し、

経済・社会の発展に貢献する。

２．基本的な考え方

　　会社は、豊かで健全な社会の実現とその持続的な

発展のために、事業活動を行うあらゆる地域において、

「良き企業市民」としての役割を果たし、「３つの重点

分野」を中心に積極的に社会貢献活動を行います。

３．社会貢献の規模

　　対経常利益比率（単独）１％を目標

４．中期課題に対する取組み

１）社会のニーズに即した重点分野活動の充実

２）従業員のボランティア意識向上、活動の活性化

３）グループとしての活動

５．活動の紹介

１）社会福祉

・潮干狩り・さつまいも掘り・ふれあいフェスティ

バル・製品の販売機会提供・清掃活動　他

２）青少年育成

・小学生対象―環境教育・中学生対象―体験学習・

小学校訪問―ミニコンサート・発明クラブ支援　

他

３）環境

・間伐材パレット普及支援・森林保全活動・美化活

動　他

４）その他

・チャリティコンサート・万燈まつり参加　他

　最後になりましたが、社員に対して常々申しておりま

す内容をご紹介し、終了したいと思います。

・企業の貢献には２つの貢献があり、一つは事業活動を

通しての貢献、二つ目が社会貢献です。

・会社の社員であると同時に「市民」でもある皆さんに

は、常に社会に関心を持ち続け、個人単位でも小さな

ことから貢献活動をはじめていただき、貢献のマイン

ドを形成していってください。

以上　

青少年交換学生帰国報告

野村　早季子　様

　こんにちは。昨年の三月から、ロー

タリーの交換留学生としてオースト

ラリアに派遣していただいた野村早

季子です。この１年間、本当に素晴

らしい経験をさせていただき、刈谷

ロータリークラブの皆様にはとても

感謝しています。オーストラリアに

は沢山の自然と綺麗なビーチがあり、とてものどかな

ところでした。ホストロータリークラブのFrankston 

North Rotary club には30人ほどのメンバーがいて、と

てもフレンドリーでアットホームな雰囲気で、メンバー

の皆さんと仲良くなることが出来ました。私は４つの

Host family の家にステイさせていただきましたが、み

んなとても親切で、一緒に日常生活を送ることが出来て

とても楽しかったです。また、学校に通ったり、ロータ

リーのキャンプなどに参加することで、オーストラリア

人や他の国の友達を作り、異文化を学びまた日本文化を

紹介することが出来ました。日本ではできないことを体

験させていただいたことをとても感謝しています。この

経験を生かして、国際的な視野を持ち、社会に貢献でき

るように頑張りたいと思います。本当にありがとうござ

いました。

第10回理事会

Ⅰ　会長挨拶	 〈会　長〉

Ⅱ　議　　題

１．４・５月のプログラム（案）について

	 〈クラブ奉仕委員長〉

	 〈プログラム委員長〉

２．花見例会について

	 〈親睦活動委員長〉

３．健康診断について

	 〈職業奉仕委員長〉

４．出席規定適用免除の申請について

	 〈幹　事〉

５．その他


